
第
５
回
Ｊ
Ａ
Ｃ
１
／
Ｇ
Ｓ
Ｃ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
、
公
益
社
団
法
人
新
化

学
技
術
推
進
協
会
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Ａ
Ｃ
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の

主
催
で
６
月
２
日

・
３
日
の
両
日
、

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神

戸
で
開
催
さ
れ
る
。
「
新
た
な
グ
リ
ー

ン

・
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
　
ケ
ミ
ス
ト

リ
ー
の
幕
開
け
」
を

ア
ー
マ
に
、
昨

年
の
国
際
会
議
と
併
せ
て
開
催
し
た

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
お
よ
び

「
東
京
宣
言
２
０
■
５
」
と
し
て
世

界
に
発
信
し
た
内
容
を
着
実
に
推
進

し
て
い
く
た
め
に
、
産
学
富
の
関
係

者
が
講
演

・
研
究
発
表

・
活
動
展
示

を
通
し
て
、
連
携
を
深
め
あ
る
い
は

創
出
す
る
場
と
な
る
。

JAC:会長 高橋 恭平

2016年 (平成28年)5月 16日 (月曜日)

ANAクラウンプラザホテル 神戸

ご戚夢Ьl

「

主催 :公益社団法人新化学技術推進協会
シンポジウムの参加申し込みはホームページからげhttp:〃 ww。 ,aci.Or.jpノ

新たなグリーン・サステイナブルケミストリーの幕開け

ドヽ

新
化
学
技
術
推
進
協
会

（
Ｊ

Ａ
Ｃ
Ｉ
）
は
、
産
業
の
国
際
競

争
力
を
高
め
、
社
会
の
持
続
的

発
展
と
国
民
生
活
の
向
上
に
寄

与
す
る
た
め
に
、
新
た
な
化
学

技
術
を
原
動
力
と
す
る
技
術
革

新
の
推
進
を
図
る
公
益
社
団
法

人
で
あ
り
、
化
学
産
業
の
み
な

ら
ず
バ
リ

ュ
ー
チ

ェ
ー
ン
に
沿

っ
た
他
産
業
か
ら
も
９０
の
企
業

が
正
会
員
と
し
て
、
ま
た
化
学

に
関
わ
る
３４
の
研
究
機
関

・
学

会

・
団
体
な
ど
が
特
別
会
員
と

し
て
参
画
し
て
い
る
。
イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ヘ
の
特
化
を
特
徴
と

し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｉ
の
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｃ
１
／
Ｇ
Ｓ
Ｃ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
今
年
の
テ
ー

マ
は

「
新
た
な
グ
リ
ー
ン

・
サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
　
ケ
ミ
ス
ト
リ

ー
の
幕
開
け
」
で
あ
る
。
こ
れ

は

「
グ
リ
ー
ン

・
サ
ス
テ
イ
ナ

プ
ル
　
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
の
新
た

な
発
展

へ
」
な

ア
ー
マ
と
し
て

昨
年
１２
年
ぶ
り
に
東
京
で
開
催

し

「
東
京
宣
雷
２
０
■
５
」
を

世

界

へ
発

信

し
た

合

同
会

議

「
第
４
回
Ｊ
Ａ
Ｃ
１
／
Ｇ
Ｓ
Ｃ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
第
７
回
Ｇ
Ｓ

Ｃ
東
京
国
際
会
議
｝
の
趣

・
旨
の

展
開
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

２
０
■
６
年
の
現
在
、
実
体

経
済
の
成
長
が
希
求
さ
れ
、
そ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
で
あ
る
こ
と
は
広
く
共
有

さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
長
期

的
弛
み
な
い
取
り
組
み
か
ら
生

ま
れ
る
、
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム

を
可
能
と
す
る
高
い
水
準
の
イ

ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
展
望
を
切
り
開
こ

う
と
す
る
意
思
が
今
年
の
テ
ー

マ
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。

一
連
の
講
演
の
圏
頭
に
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
基
調
を
形
作
る
講

潤
と
し
て
、
小
宮
山
三
菱
総
合

研
究
所
理
事
長
に
よ
る
、
日
本

は
世
界
に
先
駆
け
て
量
的
な
豊

か
さ
か
ら
生
活

ｏ
人
生
の
質
的

豊
か
さ
の
追
求

へ
と
成
長
の
質

的
変
革
を
な
し
と
げ
る

べ
き
で

あ
る
と

い

累

議

お

Ｌ

プ

フ
チ

ナ
社
会
」
と
い
う
言
葉
で
語
ら

れ
る
。

引
き
続
い
て
、
６
月
２
日

・

３
日
の
会
期
中
、
産
学
官
の
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
に
よ
る
１０
の
基
調

・
特
別

・
招
待
な
ど
の
講
演
が

企
画
さ
れ
て
い
る
。
内
外
の
化

学
企
業
か
ら
は
、
地
球
温
暖
化

な
ど
の
様
々
な
社
会
的
な
課
題

の
解
決
や

ニ
ー
ズ
の
充
足
を
目

指
す
研
究
開
発
と
新
規
事
業
の

在
り
方
や
取
り
組
み
、
さ
ら
に

は
水
緊
社
会
と
い
う
具
体
的
目

標

へ
向
け
た
取
り
組
み
が
語
ら

れ
る
。
大
学
か
ら

は
、
化
学
お
よ
び

学
際

領

域

に

お

い
て
、
森
林
バ
イ

オ

マ
ス

の
セ

ル

ロ
ー

ス
ナ

ノ

フ

ァ
イ

パ

ー

ヘ
の

変

換

に
よ

る

材

料
資
源
化
、
多
孔

性
材

料

の
新

規

な
光

捕

集

ア

ン

テ

ナ
機
能

に

よ

る
人

工
光

合

成

へ
の
取
り
組
み
、

基
礎
的

典

型

元

素
化
学
か
ら
の
分
子
材
料
技
術

シ
ー
ズ
の
応
用
展
開
、
膜
工
学

に
特
化
し
た
研
究
拠
点
に
お
け

る
ク
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出

へ
の
取
り
組
み
、
お
よ
び
、

２
次
電
池
や
キ

ャ
パ
シ
タ
用
の

材
料
開
発
と
そ
れ
ら
蓄
電
シ
ス

テ
ム
を
通
し
た
社
会
的
貢
献
の

ビ
ジ

ョ
ン
が
示
さ
れ
る
。
富
か

ら
は
ヽ
福
島
経
済
産
業
省
製
造

産
業
局
審
議
富
よ
り
素
材
産
業

を
と
り
ま
く
現
状
と
、
Ｇ
Ｓ
Ｃ

関
連
政
策
の
推
進
に
よ
る
繁
材

産
業
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
基

調
講
演
が
な
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。講

演
と
並
ぶ
企
画
が
６
月
３

日
の
Ｅ
Ｘ
Ｈ
Ｉ

Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

で
あ
り
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
テ

ー
マ
を
体
現
す

る
こ
と
を
狙
い

と
し
て
い
る
。

社
会
が
必
要
と

す
る
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ

・
る
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
は

単
独
の
研
究
開

発
主
体
だ
け
で

は
実
現
で
き
な

い
と
い
う
共
通

認
識
の
も
ル
｝、

関
係
者
が
知
り

合
う
、
刺
激
を

受
け
る
、
連
携
を
広
げ
深
め
る

ま
た
は
新
規
に
構
築
す
る
、
そ

の
よ
う
な
化
学
反
応
の
場
と
す

る
た
め
に
、
国
内
外
の
産
学
富

の
研
究
者

・
企
業

・
機
関

・
団

体
に
声
を
掛
け
て
の
企
画
で
あ

る
。大

学

・
研
究
機
関

・
企
業
に

お
け
る
研
究
内
容
に
つ
い
て
の

ポ
ス
タ
ー
発
表
と
、
国
内
外
の

企
業

・
学
協
会
な
ど
の
諸
団
体

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
に
関

わ
る
活
動
紹
介
の
ポ
ス
タ
ー

・

物
品
展
示
と
が
、
会
場
の
中
で

一
体
と
な

っ
て
Ｅ
Ｘ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｉ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
の
効
果
が
生
ま
れ
る

よ
う
に
配
置
さ
れ
る
。
長
期
的

で
重
要
な
社
会
的
課
題
と
そ
の

解
決
に
関
わ
る
技
術
の
視
点
か

ら
、
資
源

・
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
環

境

・
豊
か
な
生
活

轟

籠

難

職

の
５
つ
の
分
類
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。

研
究
内
容
に
関
わ
る
ボ
ス
タ

ー
発
表
の
申
し
込
み
は
約
４
０

０
件
、
ま
た
企
業

・
団
体
の
活

動
紹
介
ポ
ス
タ
ー
も
約
７０
件
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
回
数
を
重
ね

る
こ
と
に
想

え
て
お
り
活
動
の

浸
透
が
う
か
が
わ
れ
る
「

情
報
提
供
の
み
な
ら
ず
、
持

一続
可
能
な
発
展

へ
の
伸
闇
作
り

の
場
と
し
て
機
能
し
た
か
が
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
成
功
の
指
標
と

な
ろ
う
。

■CSC賞経済産業大臣賞、環境大臣賞…東レ株式会社

■CSC賞スモールビジネス賞∵。株式会社ライトニックス

■・GSC賞文部科学大臣賞…名吉屋大学
■GSC賞スモールビジネス賞…サイデン化学株式会社
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き
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麟
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一
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贅
ス
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一
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件
、
近
′′、

括 的 な 視 点 か ら見 直 しま した。 と <|こ |のよ うな準 備 を経 て、 」ACIが 主催
具体的内容往説明するための事例 では iした2015年 7月の GSC国 際会議 「 G
―人分類と して 5つを設け、各 々、 目的 i SC=7」 の場で「東京宣雷 2015」 が
とする社会的貢献とその達成手段との i採択されました。同宣雷には先に述べ
組み合わせで表現しています。そして、 :た包括的・立体的なGSCの 目的と役
それ らの 取 り組 み 対 象 にお い て、 製 造 :割、 お よ び達 成 手 段 と しての 連 携 の 重
時 な らび に消 費・ 使 用 時 、社会 的 課 題 、 1要性 が 、 グロ ーパ ルな視 点 で盛 り込 ま
さ らに 長期 的 難 課 題 へ と順 次 広 げ た も |れてい ます。
のと し、また共通・ 基盤的項 目も設け 1 今 回 の シ ン ポ ジ ウ ム に お け る

イノベーション』

尼崎研究開発センター長

基調鯛演 2『素材産業をとりまく現状と  1福 島 洋  1経済産業省 製造産業局 審議官

森林バイオマスから先端材料へのマテリアル
招待鵬演2『セルロースナノフアイ′ヽ一:

ランスフォ=マデ7ア
“

シエアフェロー
3『メソポーラス有機シリカ

GSC賞 3大臣賞、CSC賞スモールビジネス賞 受賞鵬演

グリーンイノペーションの創出』

GSCの新たな方向性を鐘まえて―』

学術ボスター発表、
企業 ◆団体紹介展示

薦
´
面T高聯I:覇面高蒟藁

ボスター賞表彰式

ています。            l EXH18:丁 ЮNの目的はこのような背景

第5日 J´

2016年6月 2日 (ホ)
演題 等 隔 濱 者 {歌称硼

9:00

9:30 開会挨拶 高精 恭平 (公社)新化学技術推進協会 会長

9:40 小宮山 宏 株式会社三菱総合研究所 理事長

10130
招待鶴演 1『 BASFに おける技術革新
=Globalお よび日本での研究開発の取組み、朝

高機 隆一

11115 永野 廣作 株式会社カネカ 取締役副社長

1155 休 憩

13:00

13:20 磯貝 明
観科究

院

研

学

学

大

科

学

命

木

生

京

学

東

農

14:05 稲垣 伸二

14:50 休 憩

15:10
招待講演4r典型元素化学が拓く未来

分子材料』
山口 茂弘

1555
特別隅演2『水素社会の幕□け―

長期的視野を』
村井 員二 岩谷産業株式会社 中央研究所 所長

16:35 6SC賞・ STCA表彰式

17:30 レセプション

2016年6月 3日 {金 }

時間 演 題 等 籠 演 者 (敬称略)

9Ю 0 受付開始

9:30 井上 健二
{公社)
新化学技術推進協会事業統括部長

9:50

11:30 :休        憩

12:30 EXH:31T10N

15" 松山 秀人 神戸大学大学院 工学研究科 教授

15:45 石川 正司 関西大学 化学生命工学部 教授

16:30

16:50 開会挨拶



（前
期
は
３
億
６
５
０
０
万

円
の
利
益
）
と
な

っ
た
。

化
成
品
事
業
で
は
、
写
真

材
料
お
よ
び
記
録
材
料
は
イ

ン
ス
タ
ン
ト
写
真
用
材
料
や

ィ
メ
ー
ジ
ン
ク
材
料
が
好
調

ョ
ン
で
あ
る
こ
と
は
広
く
共
有

さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
長
期

的
弛
み
な
い
取
り
組
み
か
ら
生

ま
れ
る
、
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム

を
可
能
と
す
る
高
い
水
準
の
イ

ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
展
望
を
切
り
開
こ

う
と
す
る
意
思
が
今
年
の
テ
ー

マ
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。

一
連
の
講
演
の
圏
頭
に
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
基
調
を
形
作
る
講

演
と
し
て
、
小
営
山
三
菱
総
合

研
究
所
理
事
長
に
よ
る
、
日
本

は
世
界
に
先
駆
け
て
量
的
な
鐵

か
さ
か
ら
生
活

。
人
生
の
質
的

職
か
さ
の
追
求

へ
と
成
長
の
質

的
変
革
を
な
し
と
げ
る

べ
き
で

あ
る
と
い
う
主
張
が

「プ
ラ
チ

ナ
社
会
」
と
い
う
言
葉
で
語
ら

れ
る
。

引
き
続
い
て
、
６
月
２
日

・

３
日
の
会
期
中
、
産
学
富
の
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
に
よ
る
１０
の
基
調

・
特
別

・
招
待
な
ど
の
講
演
が

企
画
さ
れ
て
い
る
。
内
外
の
化

学
企
業
か
ら
は
、
地
球
温
暖
化

な
ど
の
様
々
な
社
会
的
な
課
題

の
解
決
や

ニ
ー
ズ
の
充
足
を
目

指
す
研
究
開
発
と
新
規
事
業
の

在
り
方
や
取
り
組
み
、
さ
ら
に

は
水
素
社
会
と
い
う
具
体
的
目

標

へ
向
け
た
取
り
組
み
が
語
ら

れ
る
。
大
学
か
ら

は
、
化
学
お
よ
び

学

際
領

城

に
お

い
て
、
森
林
バ
イ

オ

マ
ス
の
セ

ル

ロ
ー

ス
ナ

ノ

フ

ァ
イ

パ
ー

ヘ
の

変
換

に
よ

る

材

料
資
源
化
、
多
孔

性

材

料

の
新

規

な
光

捕

集

ア

ン

テ

ナ
機
能

に
よ

る

人

工
光

合

成

へ
の
取
り
組
み
、

基
礎
的

典

型

元

素
化
学
か
ら
の
分
子
材
料
技
術

シ
ー
ズ
の
応
用
展
開
、
膜
工
学

に
特
化
し
た
研
究
拠
点
に
お
け

る
ク
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン

創
出

へ
の
取
り
組
み
、
お
よ
び
、

２
次
電
池
や
キ

ャ
パ
シ
タ
用
の

材
料
開
発
と
そ
れ
ら
蓄
電
シ
ス

テ
ム
を
通
し
た
社
会
的
費
献
の

ビ
ジ

ョ
ン
が
示
さ
れ
る
。
富
か

ら
は
、
福
島
経
済
産
業
省
製
造

産
業
局
審
議
宮
よ
り
緊
材
産
業

を
と
り
ま
く
現
状
と
、
Ｇ
Ｓ
Ｃ

関
連
政
策
の
推
進
に
よ
る
素
材

産
業
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
基

調
講
演
が
な
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

で
あ
り
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
テ

ー
マ
を
体
現
す

る
こ
と
を
狙
い

と
し
て
い
る
。

社
会
が
必
要
と

す
る
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は

単
独
の
研
究
開

発
主
体
だ
け
で

は
実
現
で
き
な

い
と
い
う
共
通

認
識
の
も
と
、

関
係
者
が
知
り

合
う
、
刺
激
を

受
け
る
、
連
携
を
広
げ
深
め
る

ま
た
は
新
規
に
構
築
す
る
、
そ

の
よ
う
な
化
学
反
応
の
場
と
す

る
た
め
に
、
圏
内
外
の
産
学
富

の
研
究
者

・
企
業

・
機
関

・
団

体
に
声
を
掛
け
て
の
企
画
で
あ

る
。大

学

・
研
究
機
関

・
企
業
に

お
け
る
研
究
内
容
に

つ
い
て
の

ポ
ス
タ
ー
発
表
と
、
国
内
外
の

企
業

・
学
協
会
な
ど
の
諸
団
体

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
に
関

わ
る
活
動
紹
介
の
ポ
ス
タ
ｌ

ｏ

物
品
展
示
と
が
、
会
場
の
中
で

一
体
と
な

っ
て
Ｅ
Ｘ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｉ

Ｔ
ｌ
Ｏ
Ｎ
の
効
果
が
生
ま
れ
る

よ
う
に
配
置
さ
れ
る
。
長
期
的

で
重
要
な
社
会
的
課
題
と
そ
の

解
決
に
関
わ
る
技
術
の
観
点
か

ら
、
資
源

・
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
環

境

・
豊
か
な
生
活

・
共
通
基
盤

の
５
つ
の
分
類
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。

研
究
内
容
に
関
わ
る
ポ
ス
タ

ー
発
表
の
申
し
込
み
は
約
４
０

０
作

、
ま
た
企
業

・
団
体
の
活

動
紹
介
ボ
ス
タ
ー
も
約
７０
件
と

シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
の
回
数
を
重
ね

る
こ
と
に
増
え
て
お
り
活
動
の

浸
透
が
う
か
が
わ
れ
る
。

情
報
提
供
の
み
な
ら
ず
、
持

続
可
能
な
発
展

へ
の
仲
間
作
り

の
場
と
し
て
機
能
し
た
か
が
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
成
功
の
指
標
と

な
ろ
う
。
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■GSC賞経済産業大臣賞、環境大臣賞…東レ株式会社 ■,CsC賞文部科学大臣賞…名古屋大学
■GSC賞スモールビジネス賞…株式会社ライトニックス ■CSc賞スモールビジネス賞…サイデン化学株式会社
■CSC賞奨励賞…住友ベークライト株式会社、地球覇境産業技術研究機構、グリーンフェノール開発株式会社
■GSC賞奨励賞…鳥取大学 ■GSC賞奨励賞…東京理科大学 ■GSC賞奨励賞 …量子科学技術研究開発機構

 ∞
今年も9月からGSC賞の応募を開始します                   rSrJ

■目目 ～CSCの 新たな方向について～

Ｇ
Ｓ
Ｃ
の
推
進
に
大
き
く
貢

献
し
た
業
繊
で
事
業
化
実
績
の

あ
る
も
の
や
研
究
業
績
を
顕
影

す
る
Ｇ
Ｓ
Ｃ
賞
大
臣
賞
３
件

、

大
き
く
貢
献
し
た
事
業
業
績
の

う
ち
中
小
の
事
業
体
に
よ
る
Ｇ

Ｓ
Ｃ
賞
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
賞

２
件
、
近
い
将
来
に
Ｇ
Ｓ
Ｃ
に

貢
献
が
期
待
で
き
る
業
績
を
表

影
す
る
Ｇ
Ｓ
Ｃ
震
奨
励
箕
４
件

が
決
ま

っ
た
。

今
年
の
第
５
回
Ｊ
Ａ
Ｃ
１
／

Ｏ
Ｓ
Ｃ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
６

月
２
日
に
表
彰
式
、
３
日
に
受

賞
講
演
が
行
わ
れ
る
。
受
賞
案

件
は
次
の
通
り
。

【
Ｇ
Ｓ
Ｃ
賞
経
済
産
業
大
臣
賞
、

環
境
大
臣
賞
】

「高
機
能

性

逆

漫
透

膜

の

開

発
」
東
レ
株
式
会
社

【
Ｇ
Ｓ
Ｃ
賞
文
部
科
学
大
臣
賞
】

「
超
臨
界
流
体
を
用
い
た
天
然

物
お
よ
び
環
境
関
連
物
質
の
分

離

・
反
応
プ

ロ
セ
ス
の
開
発
」

名
古
慶
大
学
　
後
藤
元
信

【
Ｇ
Ｓ
Ｃ
賞

ス

モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ

ス
賞
】

「
植
物
出
来
の
生
分
解
性
樹
脂

を
用
い
た
採
血
針
の
開
発
」
株

式
会
社

フ
イ
ト

ニ
ッ
ク
ス

「粘
緩
付
与
樹
脂
の
乳
化
技
術

と
エ
マ
ル
シ

ョ
ン
型
粘
着
剤

ヘ

の
応
用
」
サ
イ
デ
ン
化
学
株
式

会
社
【
Ｇ
Ｓ
Ｃ
賞
奨
励
賞
】

▼
植
物
出
来
フ

ェ
ノ
ー
ル
製
造

技
術
の
開
発
／
住
友

ベ
ー
ク
ラ

イ
ト
株
式
会
社
、
地
球
環
境
産

業
技
術
研
究
機
構
、
グ
リ
ー
ン

フ

ェ
ノ
ー
ル
開
発
株
式
会
社

▼
低
炭
緊
社
会
の
実
現
に
資
す

る
次
世
代
蓄
電
池
の
た
め
の
酸

化
物
系
負
極
／
鳥
取
大
学
　
薄

丼
洋
行

▼
光

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
た
新

規
機
能
性
無
機
材
料
に
よ
る
環

境
浄
化
、
パ
イ
オ

・
農
業
応
用
、

有
用
物
質
生
産
に
関
す
る
研
究

／
東
京
理
科
大
学
　
中
間

一
弥

▼
革
新
的
な
イ
オ
ン
伝
導
体
を

用
い
た
透
析
法
に
よ
る
海
水
中

の
リ
チ
ウ
ム
回
収
技
術
／
量
子

科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
　
星

野
　
毅
※
Ｇ
Ｓ
Ｃ
賞
お
よ
び
同
奨
励

賞
の
事
業

・
研
究
業
績
の
概
要

は
本
紙
ク
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
■
シ

ョ
ン
面
で
連
載
予
定
。

|は 2015年 3月 |こ、 GSCの
力l旨針・ 事 例 の 表現 をよ り包

ミか ら見 直 しま した。 と <に
]を説 明 す るため の 事例 では
′て 5つ菱 8貴け 、各 々、 目的
や的 貢 献 と その 達 成 手段 との

1で表 現 してい ます。そ して、
只り組 み 対 象 にお い て、 製造

l消費 0使用 時 、社 会 的課題 、
目的 難課 題 へ と順次 広 げ た も

にな 共 通・ 基 盤 的項 目も設 け

)目的・ 役 割 範 囲の 中心 に安
ミ環 境 化 学 が従来 か らの コア

Eす るの み な らず、 その範 囲
]に広 が り、 ぞこ では社 会 的
1対 して化 学 に携 わ る主 体 が
1プ
を持 つて環 境 性・ 社 会性
)3つを同 時 に 充足 させ るイ
:ン往実 現 しイ ンパ ク トの あ
・シ ヨン を提 供 してい る。 そ

:想起 して<ださい。そして、
1問・ 産業・ 社会的役割・ 省
:を越えた連携が死活的に菫
:き ます。
)な包括的・ 立体的な GSC
[割は、まさほ 」ACiの 存
》もの であ り、 JACI活 動

の 基 盤 と しての GSCの 在 り方 にふ さ
わ しい もの です。 」AClと しての こ
の よ うな準 備 を経 て、 」ACiが 主 催
した 2015年 7月の GSC国 際 会 議 「 G
SC-7Jの 場 で 「東 京 宣 雷 2015」 が

採 択 され ま した。 同 宣 雷 に は 先 に述 べ

た 包括 的・ 立 体 的 な GSCの 目的 と役
割 、 お よび達成 手 段 と しての連 携 の 重

要性 が、 グロ ーパ ルな 視 点 で盛 り込 ま

れ てい ま す。

今 回 の シ ン ポ ジ ウ ム に お け る

EXHi8:T10Nの EI的 は こ の よ う な 背 景
か ら、従来 以上 の ふ <ら み を持 つた も
の へ と推 敲 され た もの であ り、 また 9
回 発表 の 第 i5回 GSC賞 も その 見 直 さ
れ た活 動 指 針・ 事例 に基 づ い てな され

た もの とな ってい ま す。

持 続 可 能 な発 展 の も と、 人 間 社 会 の

長期 的 課 題 に対 して社 会 実 装 をと もな

つて取 り組 み続 け る化 学 産 業界 主 導 の

イ ノベ ーシ ョン推 進 活 動 、 その旗 印 と

して GSCの 新 た な 方 向 があ りま す。
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